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血中メキシレチン濃度測定が治療に有用であった
心室頻拍の犬の 1 例
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要     約

失神発作を呈する拡張型心筋症の7歳齢，避妊雌，ゴールデン・レトリーバーに対し，メキシレチン（3mg/kg，
q12h）による治療を行った．本投与法で一年以上にわたり臨床徴候の改善が認められたが，心室頻拍と心室期外収縮
による失神が再発したため，メキシレチンの血中濃度を測定したところ，有効血中濃度に達していなかった．そこで投
与間隔を短縮（3mg/kg，q8h）して有効血中濃度を維持すると，失神は認められなくなった．以上のことから，メキ
シレチン投与症例においては，臨床徴候に応じて血中メキシレチン濃度を測定し，その結果によって投薬量の調節を必
要とすることが示唆された．―キーワード：抗不整脈薬，不整脈，薬物動態．
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